
歳入金債権の発生額及び消滅額等の推移
(単位：百万円)
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10,773 1,783 8,992 12 1 8,979 0 12,130 1,781 10,390 49 40 10,341 0 11,675 1,739 9,944 9 4 9,934 0

※消滅額の項中「うち不納欠損額」は、歳入徴収官事務規程（昭和二十七年大蔵省令第百四十一号）第二十七条第一項各号に該当する金額の合計額であり、消滅額の内数。

歳入金債権の年度末現在額の推移
(単位：百万円)
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債権の種類

(部)雑収入

(款)諸収入 1,780 6 3 1,760 10 1,766 14 - - 1,739 7 0 1,713 18 1,720 18 - - 1,731 1 0 1,708 20 1,710 21 - -

(項)弁償及返納金 1,652 0 - 1,641 10 1,641 10 - - 1,658 5 - 1,641 10 1,647 10 - - 1,656 0 － 1,645 10 1,645 10 - -

(目)返納金債権 12 0 - 12 0 12 0 - - 13 0 - 12 0 13 0 - - 12 0 － 11 0 11 0 - -

(目)損害賠償金債権 1,639 - - 1,628 10 1,628 10 - - 1,644 5 - 1,628 10 1,633 10 - - 1,644 － － 1,633 10 1,633 10 - -

(項)雑入 128 6 3 119 - 125 3 - - 81 1 0 72 7 73 7 - - 75 1 0 63 10 64 10 - -

(目)立替金返還金債権 0 0 0 － - 0 0 - - 0 0 - 0 - 0 - - - 0 － － 0 0 0 0 - -

(目)帰国費貸付金債権 90 1 0 88 - 90 0 - - 48 0 0 42 4 43 4 - - 43 1 0 34 6 35 7 - -

(目)海外滞在費貸出金債権 3 0 0 3 - 3 0 - - 3 0 0 3 - 3 0 - - 3 0 － 3 － 3 - - -

(目)延滞金債権 3 - 3 0 - 0 3 - - 3 - - 0 3 0 3 - - 3 － 0 0 3 0 3 - -

(目)金銭引渡請求権債権 30 4 - 26 - 30 - - - 26 - - 26 0 26 0 - - 25 － - 25 － 25 - - -

1,780 6 3 1,760 10 1,766 14 - - 1,739 7 0 1,713 18 1,720 18 - - 1,731 1 0 1,708 20 1,710 21 - -

※
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9,936

平成２６年度末現在額

一般分（徴収停止分を除く。） 徴収停止分

■主なもの
公務員宿舎使用料債権　509百万円
返納金債権　9,236百万円

■主なもの
損害賠償金債権  1,644百万円
帰国費貸付金債権 　50百万円
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平成２５年度末現在額

一般分（徴収停止分を除く。） 徴収停止分

10,349

■主なもの
公務員宿舎使用料債権　440百万円
返納金債権　9,610百万円

■主なもの
損害賠償金債権  1,645百万円
帰国費貸付金債権 　92百万円

一般分（徴収停止分を除く。）

国の債権に係る情報の公表

合     計

外務省　　（一般会計）

平成２４年度

前年度以前発生
分

本年度発生分

消滅額

備     考

8,989

■主なもの
公務員宿舎使用料債権　457百万円
返納金債権　8,384百万円

計数は、それぞれ単位未満切り捨てによっているので、端数において合計とは合致しないものがある。

徴収停止分

■主なもの
損害賠償金債権  1,639百万円
帰国費貸付金債権 　93百万円

本年度発生債権分 前年度以前発生債権分


